
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童がわかる，できると思う授業の充
実

○「学習中、自分の考えを書いたり話し
たりすることができる」と回答する児童
85％以上。
○「教科書をすらすら読むことができる」
と回答する児童85％以上。

・１時間の中で書いたり話したりする場を設定する(自
力解決、交流、振り返りなど）。その際、短文でまとめ
たり、別の表現で置き換えたりするなど工夫した指導
を行う。
・「有明西小っ子学びのスタイル」チェック週間や「家庭
学習がんばろう週間」を学期に1回設定する。
・国語、算数の「知識・技能」の定着に向けた取組や読
書の推奨を行う。
・１時間の中で音読する場面を確実に設定する。

B

〇「学習中、自分の考えを書くことができる」と答えた児童は８
９％で上回っているが、「自分の考えを話すことができる」と答
えた児童は、６４％で下回っている。どの児童も自分の考えを
話すことができるように発問や場の工夫などの手だてを考え
て、２学期から取り組んでいく。
〇「教科書をすらすら読むことができる」と答えた児童は、９
６％で目標を上回った。これは、授業中に音読する時間を設
定したり、読ませ方を工夫したりして取り組んだ成果である。

A

・「学習中、自分の考えを書くことができる」と答えた児童は８８％、「教
科書をすらすら読むことができる」と答えた児童は９２％と目標を上
回った。「自分の考えを話すことができる」と答えた児童は７８％と下
回ったが、２学期からは、自分の考えを話すことができるように発問
や場の工夫などの手だてをとったことで、１４％向上した。
・「有明西小っ子学びのスタイル」チェック週間や「家庭学習がんばろう
週間」を学期に1回取り組み、集計した結果を校内掲示することで、児
童と担任の実践意欲や反省につなげることができた。

A

・学力テスト等の結果を資料として提示してほ
しい。

・学力向上対策コーディ
ネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「なかよしファミリータイムや縦割り掃除で協力して
活動することができた」と回答をする児童85％以上。

〇「自分や友達のよいところをみつけて、友達と仲良く
することができている」と回答をする児童85％以上。

・学校行事，縦割り活動，委員会活動等の中で，他者
への「思いやり」を意識した取組を行う。

・特別な教科道徳等を関連させた人権集会や総合的
な学習の時間と関連させた人権・同和教育を実施す
る。

B

・1学期の児童アンケート結果による成果指標は達成してい
る。
・縦割り活動は上級生を中心に楽しんで活動が出来ている。
・平和集会やぽかぽカードの取組を通して，相手を思いやり，
認め合う事ができ、協力して異学年との関わりが出来てい
る。

A

・「友達と仲良くすることができる」に肯定的に回答した児童は
96.5％「縦割り活動に協力して活動できた」に肯定的に答えた
児童は98.3％だった。リーダーとして活動できる上級生が増
え、異学年交流を更に楽しむことができていた。
・人権集会やぽかぽカードの取組を通して，他者を思いやる
心や協力的な態度の育成につなげることができた。

A

・にしきえ祭りや６年生送る会の発表でダンス
など色々な発表があり、皆生き生きとしてい
た。集落への出前発表会の再開はどうだろう
か。

・集団活動部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義，いじめの防止等
のための取組，事案対処等）について組織的対
応ができていると回答した教員８５％以上

・職員連絡会の際に，気になる児童とその対策につい
て話し合う機会を設け，いじめの未然防止・早期発見・
早期対応・再発防止に努める。
・心のお天気や生活アンケート等を定期的に実施し，
児童の様子を把握し，いじめの早期発見・早期対応に
努め，情報共有を行う。
・教育相談週間を設定して，児童の理解を深める。

B

・職員連絡会で、気になる児童についての情報を共有することや、心
のお天気を定期的に実施することで、児童の様子を把握し、いじめの
未然防止・早期発見・早期対応・再発防止につなげた。
・6月に全学年教育相談週間を設けた。その中で気になる情報があっ
た際には、他職員にも情報を共有し、学校全体でいじめ防止に取り組
んだ。
2学期以降にも教育相談週間を実施する予定であり、児童の理解を
深める機会としたい。

A

 ・「いじめ防止策について組織的対応ができている」によくあてはま
る・あてはまると回答した教員は100％であり、目標値を上回った。気
になる児童については全職員で情報を共有し、いじめの未然防止・早
期発見・早期対応・再発防止につなげた。
・２学期以降にも、教育相談週間を設定し、担任と児童が個別に話す
機会を設けることで、児童の理解を深めることができた。また、心のお
天気などを定期的に実施し、気になる児童については個別で対応を
した。

B

・いじめや不登校が比較的に少なく、アンケー
トなどからも楽しく学校生活を送っている。
・自分がしたこと、言ったことをいじめと認識し
ていない子がいる。

・教育相談担当

・保体部

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・行事や学習において、目標をもたせて活動さ
せ、活動後には振り返りを行い、児童の成長や
頑張りを認める場を設ける。
・上学年では、2分の１成人式や卒業式、ゲスト
ティーチャーによる講話の取り組みにおいて自分
の将来について考えさせる。また、下学年では、
どんな自分になりたいのかを道徳や学活におい
て考えさせる。

B

・行事や学習では、めあてをもたせて活動させ、振り返
りを行うことで、教師が児童を称賛しているので、児童
生徒の回答は、９４％と上回った。
・将来の夢や目標をもつような授業などの実践をした学
年が少なかったが、肯定的な回答をした児童は９２％と
上回った。２学期以降は、取り組みに揚げた活動や行
事などを行うことで、さらに夢や目標を広げ深めていき
たい。

B

・２学期以降も、行事や学習では、めあてをもたせて、活動後
には振り返りを行い、必ず教師が児童の頑張りや成長を称賛
しているが、児童は回答は８７％と下回った。この結果から、
教師のほめ方やほめるタイミングを見直す必要がある。
・将来の夢や目標をもつような授業などの実践を上学年は行
うことができた。「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童が、８３％と上回った。

B

・親子のふれあいや親子登校など独自に良い
取り組みをたくさんされており、とても良いと感
じた。 ・教務主任

・特別活動主任（田代）

●健康・体つくり

「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外の休み時間や放課後等で
体を動かしていると回答した児童生徒７
０％以上

・全校で外遊びを推奨する声かけを行
う。
・体力作り週間を設定し、児童が運動す
る機会をつくる。
・スポーツチャレンジを推奨し、各学年の
実態に応じて取り組む。

B

・猛暑が続いており、熱中症のリスクがあるため外
遊びを推奨するに至らなかった。気温が落ち着い
てきた段階で、マラソン週間、秋のスポーツ祭り等
のイベントを企画する予定である。
・スポーツチャレンジについても同様。

A

・３学期からの教師も外に出て子どもと一緒に遊ぶ取り組み
の効果もあり、児童用アンケートでも「休み時間に外で遊んで
いる、だいたい遊んでいる」と回答した児童が７９％に達した。
・スポーツチャレンジの実施には至らなかったが、体力作り週
間やスポーツ祭り等を企画し、児童が体を動かす機会を設け
ることができた。

A

・外遊びの推奨はとても良い。ぜひ続けてほし
い。
・コロナやインフルエンザが落ち着き、子ども
たちが外で大いに遊んで体力をつけることを
期待する。

・保体部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日を毎週金曜日，第３水曜日
と明確に設定し，意識して実践できるよ
うな取組を行う。
・学期毎に学校運営や業務に関する振
り返りを行い，業務の改善、課題の早期
解決に努める。

B

・年度当初は６５％の職員で時間外在校時間が多かっ
たが、毎週金曜日と第3水曜日を定時退勤日に設定し
たことで6月は３７％に減り、９月は４５時間を超える職
員がいなかった。
・職員会議で職員の時間外在校時間を示し、業務の改
善を呼びかけていることで超過時間を減らしたいという
自覚が出てきているが、超過時間が減っている職員と
そうでない職員がいる。このことから、各自の取り組み
は十分であるとは言えない。

B

・大きな行事があるときには、時間外在校時間が多く
なった。業務改善の視点を盛り込んだ計画を今後して
いく必要がある。
・職員へのアンケートから７５％の職員が業務改善を行
うことができたと回答している。しかし、２５％の職員は
あまりできていないと回答しており、時間外在校時間の
削減に取り組もうとする意識の差が出てきた。

B

・学校現場はどこも大変だと思うが、やはり時
間外等の削減はもっと取り組むべきである。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育

◎児童が目標をもち，その実現に向けて
意欲的に取り組もうとするための教育活
動（キャリアパスポートの推進）

○キャリアパスポートでの「1年の振り返
り」で「できた」「よくできた」と回答をした
児童85％以上

・各種体験活動では，児童に活動の見
通しをもたせ，学びの振り返りを行う。
・キャリア教育を意識した授業実践を年
間指導計画のもとに行う。

B
・農業体験や運動会などの行事を行う前には、各自のめあて
をもたせて取り組ませ、活動後は振り返りを行った。
・６年では、「志を高める」授業を行い、自分の将来の夢や目
標について考えたり伝えたりすることができた。他学年も見通
しをもって今後実践していきたい。

A
・修学旅行やにしきえまつり、体験活動を行う前には、
各自のめあてをもたせて取り組ませて、活動後には、
学びの振り返りを行ってきた。「できた」「よくできた」と回
答した児童が９６％と上回った。

B
・具体的な取り組みが十分に伝えられていな
いのでよく理解できない。 ・教務

・総合的な学習主任

○あいさつレベルアップ

○あいさつのレベルアップ ○「笑顔であいさつ　さわやか西小っ子」
の合い言葉のもと，「自分からすすんで」
「笑顔で」「大きな声で」あいさつができた
と回答する児童80％を目指す。

・年間の生活のめあてにあいさつを位置づ
け，具体的なあいさつのレベル「自分からす
すんで」「笑顔で」「大きな声で」を児童に示
し，あいさつへの意識化を図る。

A
・児童への生活アンケートの結果によると，さわや
かなあいさつができていると回答した児童の割合
は約90％であり，目標を充分達成できている。後
期もあいさつの意識化を継続していく。

A
・年間の生活目標としてあいさつの意識づけを行った結
果、あいさつができているという児童の割合は、９割を
超える結果となり、目標を達成することができた。次年
度もあいさつの声が響く学校を目指していく。

B
・学校ではあいさつをしているようであるが、地域の方にはよ
く知っている人以外には消極的な印象を受ける。
・地域の方から「最近はあいさつせんねぇ」との声が聞こえま
す。元気のよい朝のあいさつを人より先に実践してほしい。
・地域でのあいさつが以前よりなくなったと感じる。

・生徒指導部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 白石町立有明西小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・年間通して縦割り活動(縦割りグループ遊び，縦割り掃除)を実施し，異学年との交流および相手を思いやる心の育成につながった。来年度も継続して実施したい。
・相手よりも先に元気に気持ちのよいあいさつができる児童が増加した。地域でもあいさつするようにあいさつの輪を広げていく。外遊びの推進については児童会活動をいかして取り組ませたい。
・児童が主体的に地域と関わっていくことができるように場と機会を保障し、それぞれの活動のねらいを意識した取り組みを実践していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全体的に見て、どの項目も中間評価と最終評価が維持か上がっている。学校関係者評価については、取組内容について運営協議会の中でも紹介して欲しいう提言がなされた。

・志を高める教育については、職員研修の充実を図っていきたい。

・重点目標の「あいさつのレベルアップ」については、年間を通してしっかり取組むことができた。

２　学校教育目標
人との関りを大切にしながら　よく学びよく遊ぶ西小っ子

　　～　トライ＆エラー＆チアー　～

３　本年度の重点目標
Ｔｒｙ＆Ｅｒｒｏｒ＆Ｃｈｅｅｒ　　　　－　気楽にやってみよう！　－

①思いやりのある児童の育成を目指す。　　　②	活気があり進んで取り組む児童の育成を目指す。　　　③やる気を持って学び，互いに高めあう児童の育成を目指す。


